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慶應義塾大学、納豆菌のゲノム※1）を全部解読 

～納豆づくりに欠かせない遺伝子を確認，環境・医療分野への応用に期待～ 
 

慶應義塾大学理工学部（神奈川県横浜市）榊原康文教授と慶應義塾大学先端生命科学研究所（山

形県鶴岡市）・慶應義塾大学環境情報学部 板谷光泰（いたや みつひろ）教授らの研究グループは、
国立遺伝学研究所等との共同で、納豆菌ゲノムの全遺伝情報を世界に先駆けて解読しました。納

豆菌は食品分野にとどまらず、水質浄化などの環境分野、化粧品などの医薬分野への応用が注目

されており、今回のゲノム解読の成果はこれらの分野の今後の発展展開に貢献するものと期待さ

れています。 
本研究成果は、国際論文誌“BMC Genomics”に、2010年 4月 16日に発表されました。 

 
 
１．研究の成果 
納豆菌とはその名の通り日本人にはおなじみの納豆づくりに欠かせない細菌で、茹でた大豆にふり

かけるとこの菌の発酵によって、ねばねばした、独特の臭いのする納豆ができます。納豆菌はヨーグ

ルトや味噌などの発酵食品と同様に納豆とともに生のまま食べても安全です。市販納豆には、幾種類

かの納豆菌が用いられていますが、今回の成果は慶應義塾大学が保有する納豆菌株について行われま

した。この菌からゲノムだけを取り出し、最新式のDNA解読装置（次世代シーケンサー）にかけて
遺伝子をすべて解読することに世界で初めて成功し、納豆を作るために必要な遺伝子がゲノム中に保

存されていることが確認されました。 
解読された納豆菌のゲノムは、ウェブサイト http://natto-genome.org/ で公開しています。 
なお、本研究は文部科学省科学研究費補助金（特定領域研究「比較ゲノム」17018029）の支援を
受けて行われました。 
 
２．今後の展望 
納豆菌は食品分野にとどまらず、水質浄化などの環境分野、化粧品などの医薬分野への応用が注目

されており、今回のゲノム解読の成果はこれらの分野の今後の発展展開に貢献するものと期待されて

います。 
また、納豆菌の親戚にあたる細菌にはヒトに役立つものが多く、中でも枯草菌（こそうきん）※２）

と呼ばれる細菌については大量の遺伝子を扱う技術開発が当グループを中心に進められています。納

豆菌ゲノムが解読されたことにより、この方面でも進展が期待されています。 
 
３．掲載論文 
論文名：Whole genome assembly of a natto production strain Bacillus subtilis natto from very 
short read data 
（次世代シーケンサーのリードデータからのバチルス属※３）納豆菌の全ゲノムアセンブリ） 
受理日：2010年 4月 16日 
掲載誌：“BMC Genomics”, 11:243, 2010 

 http://www.biomedcentral.com/1471-2164/11/243/  
掲載日：2010年 4月 16日 




